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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、スポーツチームの競技力向上・試合での実力発揮に役立つ心理的サポート
のあり方を検討することであった。5年間にわたる縦断的・実証的研究より、以下が明らかになった。①スポーツチー
ムの競技力向上・実力発揮をもたらす心理要因には、集合的効力感と集団凝集性が強く関与している。②スポーツチー
ムに対する心理的サポートでは、個別のカウンセリングのほかに、チームビルディングが有効となる。③そのためのプ
ログラムとして、メンタルトレーニング技法を取り入れた構成的グループ・エンカウンターが開発され、世界大会優勝
を目指す日本代表チーム等での実践からその有効性が確かめられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study was to explore further practical psychological supports f
or sport teams' performance enhancement and demonstration of their ability at the important competitions. 
This longitudinal and empirical study, which lasted for five years, revealed followings: 1) the impact of 
collective-efficacy and team-cohesion upon athletes' psychological factors, which may contribute to perfor
mance enhancement and 2) the importance of team building sessions in addition to an individual counselling
 in terms of psychological support for a whole team. As these notable findings suggest, 3)encouraging team
 building sessions, more specifically, a structured group encounter session with sport psychological train
ing skills plays a significant role in sport counselling. The effectiveness of the program has been confir
med through applications to Japanese national team or various teams, which competes in international level
s.
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１．研究開始当初の背景 
心理的サポートは、アスリートやスポーツ

チームの競技力向上ならびに試合場面での
実力発揮を支援するための、スポーツ心理学
の実践活動である。競技スポーツにおけるス
ポーツ医・科学的支援の中で、欠くことので
きない重要な領域である。たとえば、ロンド
ンオリンピック時に設置されたマルチサポ
ートハウスには、「スポーツメンタルトレー
ニング指導士資格」を持つ心理サポート担当
者が 2 名体制で常駐した。 
この資格は 2000 年からは日本スポーツ心

理学会が認定を開始したものである。資格認
定にあたり、資格取得者に求められる資質を
同定する必要があり、これまでに積み重ねら
れてきた心理的サポート事例を吟味する作
業を行った（西野・土屋，2004）。その結果、
成功事例には学習理論、自己理論、深層心理
学理論のようなカウンセリング理論をうま
く援用したものの多いことが明かになる一
方で、従来のカウンセリング理論は、クライ
エントとの個人的な関係性を重視するため、
スポーツチームという集団を扱うことには
不向きであることが分かった。また競技スポ
ーツの特性を理解するためには、スポーツチ
ームの持つ、独特の下位文化をも理解する必
要があるが、その検討は十分でない。スポー
ツチームへの心理的サポートは、競技現場か
らの要請の多いテーマであるだけに、じっく
りと腰をすえた縦断的研究が必要になると
考えられた。 
この点について本申請者は、アスリートを

取り巻く周囲の他者からの有形・無形の援助、
すなわちソーシャルサポートに焦点を当て
つつ、スポーツカウンセリングを実践してき
た。平成 17 年度より科学研究費補助金の交
付を受けて取り組んだ「スポーツチームにお
けるソーシャルサポートの有効活用を目指
す縦断的研究」（基盤研究(C)、課題番号：１
７５００４５０）では、ソーシャルサポート
がアスリート個人の心理的安寧に役立つだ
けでなく、彼らの所属するチーム全体にもそ
の効果の波及する事例がいくつか確認され
た。具体的には、①スポーツチームが実力を
発揮する際には、アスリート個人の総和では
ない、独特の心理状態のあること、②心理的
サポートの担当者の働きかけがこれらの心
理状態に強く影響すること、③これらの要因
をうまく活用できれば、チームビルディング
のプログラムとして実践が可能となること、
が分かった。 

 
２．研究の目的 
以上から、本研究は、スポーツチームの競
技力向上ならびに試合場面での実力発揮に
役立つ心理的サポートのあり方について、ス
ポーツカウンセリングの実践を通じて明ら
かにしようとする、縦断的かつ実証的研究で
ある。本研究では、以下の 3 点を明らかにす
ることを目的とした。すなわち、 

①スポーツチームの競技力向上、試合場面で
の実力発揮をもたらす心理状態はどのよう
なものか、 
②心理的サポートにおけるどのような要因
がスポーツチームの競技力向上、試合場面で
の実力発揮に影響を与えているのか、 
③スポーツチームの競技力向上、試合場面で
の実力発揮を促すスポーツカウンセリング
の実践的プログラムはどのようなものであ
るべきか。 
 以上を目的として、以下の方法により研究
を実施した。 
 
３．研究の方法 
本研究は、前述の３つの目的に添って３部

で構成された。研究１では、研究目的①に応
える形で、スポーツチームの競技力向上、試
合場面での実力発揮をもたらす心理状態を
探求するための調査研究を行った。具体的に
は、大学スポーツチーム（剣道、ラグビー、
アメリカンフットボール、バスケットボール、
野球、他）を対象に、集合的効力感と集団凝
集性を測定する調査を継続的に実施し、実力
発揮との関係を統計的に検討した。 
研究２では目的②に応える形で、心理的サ

ポートがスポーツチームの競技力向上、試合
場面での実力発揮に与える影響について多
面的に検討した。具体的には、大学新入部員
（剣道部、バスケットボール部）に対して、
彼らの適応支援を目的とした「新入生サポー
トプログラム」を実施し、彼らの心理的競技
能力、運動部に対する適応感ならびに精神健
康度を縦断的に調査した。さらに卒業までの
4 年間のチームでの体験について、インタビ
ュー調査を実施した。 
研究３では、目的③に応える形で、スポー

ツチームの競技力向上、試合場面での実力発
揮を促すチームビルディング・プログラムを
開発し、その実践を通じて効果を検討した。
具体的には、大学選手権（インカレ）優勝を
目指す大学スポーツチームやトップリーグ
に所属する実業団チーム、さらには世界大会
優勝を目指す日本代表チームにも本プログ
ラムを提供し、事例検討を通じてその効果を
検討した。 
 
４．研究成果 
１）実力発揮をもたらす心理状態の探求 
スポーツチームの競技力向上、試合場面で

の実力発揮をもたらす心理状態を明らかに
するためには、集団を評価・アセスメントす
るツールが必要となる。そこで研究１では、
スポーツチームの実力発揮のための要因に
ついて内外の研究論文のレビューを行い、そ
の中核が集団凝集性と集合的効力感にある
ことを見出した（内田ら，2011）。さらに集
合的効力感を測定する心理尺度のうち、これ
ま で 最 も 使 用 さ れ る こ と の 多 か っ た
Collective Efficacy Questionnaire for 
Sports(SEQS) を開発者である Dr.Sandra 



Short との密接な連携のもとで改めて訳出し、
わが国で始めてオリジナル尺度と同じ因子
構造を確認した（土屋ら，2013）。先に開発
した日本語版 SEQS と集団凝集性尺度をあわ
せて活用することで、チームの心理状態を包
括的にとらえることが可能となった。試合場
面での実力発揮度との関係を検討したとこ
ろ、いずれの調査対象チームにおいても、総
じて中程度以上の正の相関を持つことが明
らかになり、特に集合的効力感が強い影響を
示すことが明らかになった。 
２）心理的サポートが与える影響 
研究２では、スポーツカウンセリングを中

心とした心理的サポートが、スポーツチーム
の競技力向上や試合場面での実力発揮に与
える影響を検討した。まずはじめに、大学運
動部の新入部員（剣道部、バスケットボール
部）に対して、彼らの適応支援を目的とした
「新入生サポートプログラム」を開発した。
これは、ストレス対処スキルの学習を通じて
彼らの効力感を高めつつ、新入部員間のソー
シャルネットワーク（社会的絆）を強めるエ
クササイズを体験することで凝集性を高め
るよう意図されていた。 
入部当初の 4月から 7月まで、全６セッシ

ョンからなるプログラムを継続した結果、彼
らの心理的競技能力、運動部に対する適応感
ならびに精神健康度にポジティブな影響を
与えることが示唆された。さらに卒業までの
4 年間のチームでの体験について、インタビ
ュー調査を実施したところ、試合場面での実
力発揮のほか、スポーツ障害の予防（東亜
弓・土屋裕睦，2011）にも役立つことが示唆
された。以上から、スポーツチームの競技力
向上や試合場面での実力発揮には、個別のカ
ウンセリングのほかに、大学新入部員のよう
な集団を対象とした心理教育プログラムが、
心理サポートとして機能する可能性が強く
示唆された。 
３）チームビルディング・プログラムの開

発と効果の検証 
上述の研究２で開発した「新入生サポート

プログラム」を下敷きに、試合期にあるチー
ムの競技力向上ならびに実力発揮に役立つ
プログラムを作成するため、研究３では文献
研究を行った。さらに本申請者の自験例の再
分析も行ったところ、チームが絆を発揮して
まとまり、その上で目標達成への自信を深め
れば集団機能を発揮することが分かった（土
屋, 2012；科学研究費補助金による成果公表,
風間書房）。そこでメンタルトレーニング技
法をエクササイズとした構成的グループ・エ
ンカウンターをチームビルディングのプロ
グラムとして開発した。すなわち、メンタル
トレーニング技法の学習を通じて集合的効
力感を高めつつ、チームメンバー間のリレー
ションを強化することで集団凝集性を向上
させることがねらいであった。 
大学選手権（インカレ）優勝を目指す大学

スポーツチーム（サッカー、ハンドボール、

ラグビー、アメリカンフットボール、剣道）
やトップリーグに所属する実業団チーム（バ
スケット、ラグビー）、さらには世界大会優
勝を目指す日本代表チームにも本プログラ
ムを提供した。コーチの試合場面での実力発
揮度の評価や競技成績を手掛かりに、事例検
討を通じてその効果を検討したところ、総じ
てポジティブな効果が確認された。 
さらに、研究１に開発した日本語版 SEQS

と集団凝集性尺度をあわせて活用すること
で、｢チームの心理状態の可視化｣する方法も
着想した。これら 2つの尺度を用いて二軸平
面状に選手個々の得点をプロットすれば、チ
ームの心理状態を直感的かつ包括的に捉え
ることが可能となった（土屋ら,2014）。たと
えば、チームビルディング実施前と実施中、
そして実施後にこれらの得点分布が二軸平
面上でどのように移行しているかなどを確
認すれば、チームビルディングの効果を数量
的に検討できる可能性が示された。 
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